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20歳になったら

世界へはばたけ新成人たちよ/

でも親を支え、自分の未来に

備えることも忘れないでね/

成
人
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

新
成
人
の
学
生
さ
ん
、
国
民
年
金
に

加
入
し
て
い
ま
す
か
。
国
民
年
金
は
国

が
運
営
す
る
年
金
制
度
で
す
。
皆
さ
ん

方
の
よ
う
な
現
役
世
代
の
方
が
支
払
っ

た
保
険
料
で
、
高
齢
者
の
生
活
が
支
え

ら
れ
、
世
代
間
の
支
え
合
い
で
成
り
立

っ
て
い
る
の
が
公
的
年
金
で
す
。

国
が
運
営
し
て
い
る
の
で
安
全
確
実

な
制
度
で
す
。
こ
の
年
金
制
度
は
、
学

生
で
あ
る
皆
さ
ん
が
保
険
料
を
納
付
し

や
す
い
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
初
歳
以
上
の
学
生
は
、
か

つ
て
は
国
民
年
金
制
度
へ
は
任
意
加
入

と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成

3
年
度

か
ら
は
必
ず
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
的
に
学
生
に
は
所
得
が
な
い
こ

と
な
ど
か
ら
、
保
険
料
の
支
払
い
を
免

除
す
る
仕
組
み
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
所
得
が
な
い
も
の
に
保
険
料
を
負

担
す
る
こ
と
や
学
生
を
特
別
扱
い
す
る

こ
と
な
ど
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、

平
成
ロ
年
春
の
年
金
制
度
改
正
に
お
い

て
、
大
き
く
改
さ
れ
ま
し
た
。

学
生
本
人
の
所
得
が

一
定
以
下
の
場

合
、
学
生
時
代
は
年
度
ご
と
に
、
「
学
生

納
付
特
例
」
を
申
請
し
、
そ
の
承
認
を

受
け
る
こ
と
で
、
保
険
料
の
納
付
を
要

せ
ず
、
承
認
を
受
け
た
月
分
の
保
険
料

は
凶
年
以
内
で
あ
れ
ば
、
保
険
料
を
追

納
し
て
将
来
、
満
額
の
年
金
が
受
け
取

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

② 平成13.2.1しょうわ広報



*
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い

保
険
料
を
き
ち
ん
と
納
め
て
い
な
い

と
、
将
来
、
自
分
が
受
け
取
る
年
金
額

が
少
な
く
な
っ
た
り
、
最
悪
の
場
合
、

年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
し
ま

す
。

た
だ
し
、
保
険
料
を
追
納
し
な
い
限

り
、
当
該
期
間
は
老
齢
基
礎
年
金
の
給

付
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
年
金

を
受
給
す
る
際
の
資
格
期
間
に
は
算
入

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
学
生
納
付
特
例
の

承
認
を
受
け
、
保
険
料
の
滞
納
期
間
を

な
く
し
て
お
け
ば
、
学
生
時
代
の
事
故

に
対
し
て
も
、
障
害
基
礎
年
金
な
ど
は

満
額
保
証
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
国
民
年
金
は
、
学
生

の
皆
さ
ん
も
保
険
料
を
納
付
し
や
す
い

よ
う
に
制
度
を
変
え
て
き
た
、
国
民
本

位
の
年
金
制
度
と
言
え
ま
す
。

平成13.2.1しょうわ③ 広報



大
切
で
す
ね
。
自
分
で
密
く
こ
と
。

2/16(金)--3/15(木)

.・・?.・・・お知8せ

いよいよ確定申告も間近となりましたが、

うお済みでしょうか?

町では庁舎 1階ホールで、 2月16日から 3月15日まで申告相談を行います。(申告期間中は混

雑を避けるために地区別に申告相談日を設けています。〈下記日程参照))

自営業の皆さん…農家の皆さん…申告の準備はも

地区別申告相談日程表-'M 0) tO>重量・・
相談 日 対象地区

2月16日(金) 西条一 区

西条二 区

2月22日(木) 清水新 居

2月23日(金) 西 条 新田

押 越

3月1日(木) 河東中島

3月2日(金)
紙漉阿 原

築 地 新 居

飯 喰
3月8日(木)

河 西

3月9日(金) 上河東

上河東二区

3月15日(木)

あ
な
た
の
税
は

い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で

い
き
て
い
ま
す
。

所
得
税
の

申
告
が
必
要
な
方

V
税
務
署
か
ら
申
告
書
が
郵
送
さ
れ
た

方
。

V
営
業
、
農
業
、
そ
の
他
の
事
業
、
配

当
、
不
動
産
所
得
等
の

1
年
間
の
所

得
金
額
の
合
計
額
が
、
所
得
控
除
の

合
計
を
超
え
る
方
。

V
土
地
・
建
物
を
譲
渡
(
交
換
を
含
む
)

し
た
方
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
確
定
申
告

大
部
分
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
、
年
末

調
整
で
所
得
税
の
納
税
を
完
了
し
ま
す

が
、
次
の
よ
う
な
場
合
は
、
確
定
申
告

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

-
平
成
ロ
年
分
の
給
与
収
入
の
合
計
額

午前 9時~午後 5時

午前 8時30分~午前11時

午後 1時~午後 4時

(混雑の状況により、受付時間が繰り上がるこ

とがあります)

・相談場所役場庁舎 l階ホール

日曜日はお休みになります

.相談時間

.受付時間

@ 

申告はお早めに・・・

平成13.2.1しょうわ広報

-士、

が
2
、
0
0
0
万
円
を
超
え
る
人

-
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得

金
額
が
初
万
円
を
超
え
る
人

-
給
与
の
支
払
い
を
2
ヵ
所
以
上
か
ら

受
け
て
い
る
人

.
年
末
調
整
し
た
内
容
に
変
更
が
あ
る

人
確
定
申
告
で
税
が
戻
り
ま
す

確
定
申
告
を
す
る
義
務
の
な
い
人
で

も
次
の
よ
う
な
場
合
は
、
確
定
申
告
で

所
得
税
が
戻
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

-
マ
イ
ホ
ー
ム
を
ロ

l
ン
等
で
取
得
し

た
場
合

φ
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
場
合

.
災
害
や
盗
難
に
あ
っ
た
場
合

-
年
の
途
中
で
退
職
し
、
再
就
職
し
て

い
な
い
場
合



-確定申告は 2/16(金)--3 /15 (木)

町
県
民
税
の

申
告
が
必
要
な
方

町
・
県
民
税
は
私
た
ち
に
最
も
身
近

な
税
で
す
。
町
や
県
を
住
み
や
す
く
豊

か
に
す
る
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

-
お
手
元
に
「
町
民
税
・
県
民
税
・
国

民
健
康
保
険
税
申
告
書
」
(
青
色
の
申

告
書
)
が
配
布
さ
れ
た
方
。

-
次
に
該
当
し
な
い
方

①
税
務
署
へ
確
定
申
告
を
し
た
方

D

②
給
与
収
入
の
み
、
ま
た
公
的
年
金

の
み
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
で
、

支
払
者
か
ら
支
払
報
告
書
が
町
に

提
出
さ
れ
て
い
る
方
。

③
町
内
に
住
ん
で
い
る
方
の
扶
養
親

族
と
し
て
申
告
さ
れ
て
い
る
方

0

.
給
与
以
外
の
所
得
が
初
万
円
以
下
の

と
き
は
・
・
・

*
所
得
税
の
確
定
申
告
↓
不
要

*
町
・
県
民
税
・
国
民
健
康
保
険
税

の
申
告
↓
必
要

国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る

方
は
、
所
得
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず

必
ず
申
告
を

-
特
に
所
得
が
無
か
っ
た
方
は
申
告
し

な
い
と
、
保
険
料
の
軽
減
(
割
引
)

や
高
額
医
療
費
の
非
課
税
世
帯
の
適

用
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

所
得
証
明
な
ど
公
的
証
明
を
必
要
と

す
る
方
も
、
申
告
が
必
要
で
す
。

持
参
す
る
も
の

V
収
入
・
支
出
が
明
記
さ
れ
て
い
る
書

類
V
給
与
や
年
金
の
源
泉
徴
収
票
(
原
本
)

V
控
除
を
受
け
る
保
険
料
・
医
療
費
な

ど
の
領
収
書

V
印
鑑

V
譲
渡
所
得
の
あ
る
場
合
は
、
譲
渡
内

容
に
つ
い
て
の
「
お
尋
ね
」
の
控
え

V
昨
年
の
申
告
書
及
び
収
支
内
訳
書
の

控
え

V
金
融
機
関
の
口
座
番
号
(
還
付
を
受

け
る
場
合
)

-農業所得の皆様ヘー
今回の所得税の確定申告から農業所得標準が廃止さ

れます。

原則として収支内訳書での計算が必要となりますが、

当分の聞は、必要経費の目安としての「経費標準」を

使って所得金額を計算することもできます。

確定申告相談時には、総収入金額や必要経費がわか

るものをお持ちください。

.詳細については 甲府税務署 (ft233-3111) 

住
宅
ロ
!
ン
減
税

平
成
ロ
年
中
に
居
住
の
用
に
供
し

た
場
合
の
住
宅
借
入
金
等
の
年
末
残

高
の
限
度
額
、
控
除
率
及
び
控
除
期

間
は
次
の
と
お
り
で
す
。

住宅借入金等の
1----6年目 7----11年目 12----15年目

年末残高

5司000万円以下 1% 0.75% 0.5% 

土
地
の
借
入
金
も

控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す

適
用
対
象
と
な
る
住
宅
借
入
金
等

の
範
囲
に
、
償
還
期
間
凶
年
以
上
の

住
宅
と
と
も
に
取
得
す
る
土
地
等

(
こ
れ
ら
の
住
宅
の
敷
地
の
用
に
供

さ
れ
る
も
の
)
の
取
得
資
金
に
充
て

る
た
め
の
借
入
金
等
も
含
ま
れ
ま
す
。

安
住
宅
ロ

1
ン
減
税
を

受
け
る
時
の
必
要
書
類

①
売
買
(
請
負
)
契
約
書

②
住
宅
の
登
記
簿
謄
本
・
:
{
法
務
局

で
発
行
}

*
土
地
の
登
記
簿
謄
本
は
土
地
の

借
入
金
が
あ
る
場
合
に
必
要

③
住
宅
取
得
資
金
に
係
る
借
入
金
の

年
末
残
高
証
明
書
:
・
{
金
融
機
関

で
発
行
}

④
住
民
票
抄
本
:
・
{
役
場
で
発
行
】

⑤
給
与
等
の
源
泉
徴
収
票
(
原
本
)

①
金
融
機
関
の
口
座
番
号
(
本
人
)

⑦
印
鑑
(
本
人
)

*
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
方
は
、

1
年
目

に
確
定
申
告
を
す
る
と
、

2
年
目

以
降
は
、
年
末
調
整
で
受
け
ら
れ

ま
す
。

お気軽にご相談を

甲府税務署(ft233-3111)

役場税務課(宮275-2111)

平成13.2.1しょうわ⑤ 広報



昭和田役場職員数と給与の状況

町
で
は
、
町
職
員
の
給
料
な
ど
の
実
態
を
町
民
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て

い
た
だ
く
た
め
に
、
職
員
給
与
な
ど
の
状
況
を
公
表
し
ま
す
。

町
職
員
の
給
与
は
、
職
務
と
責
任
に
応
ず
る
こ
と
・
国
、
県
、
他
市

町
村
の
職
員
な
ど
の
給
与
と
つ
り
あ
い
が
と
れ
て
い
る
こ
と
・
職
員
の

生
計
費
の
こ
と
を
考
慮
す
る
こ
と
な
ど
、
「
地
方
公
務
員
法
」
の
原
則
を

も
と
に
決
め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
町
職
員
の
給
与
は
、
町
議
会
の
審
議

を
経
て
、
町
の
条
例
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

人件費率(B/A)人件費(B)

1.人件費の状況 (平成11年度一般会計決算額)

住民基本台帳人口
(平成12年3月31日現在)

実質収支歳出額(A)

14.3% 814，470千円127，887千円5，710司263千円15司 174人

*人件費には、特別職に支給される給料・報酬なども含まれています

一人当たり

給与費(B/A)

2.職員給与の状況 (平成11年度一般会計決算額)

給与費
職員数(A)

計(B)職員手当給料

4司887千円522，875千円193司 151千円329司724千円107人

*職員手当には、退職手当は含まれません

4.職員手当の状況

区分 期末 勤勉

6月期 1. 45月 0.6月

12月期 1. 75月 0.6月

3月期 0.55月

言十 3. 75月 1.2月

3.職員の平均給料月額及び平均年齢

一般行政職
区分

平均給料月額 平均年齢

昭和町 313司 100円 39歳 2ヶ月

山梨県 361唱032円 41歳 7ヶ月

国公 326，106円 39歳"ヶ月

(平成12年 1月 1日現在)(平成12年 4月 1日現在)

各
種
表
彰
者
並
び
に

感
謝
状
贈
呈
者

(
敬
称
略
)

山
梨
県
退
職
消
防
団
員
報
償

前
第

7
部

部

長

丸

山

員

一

峡
中
地
方
振
興
事
務
所
長
表
彰

本

部

指

導

部

長

今

村

力

山
梨
県
消
防
協
会
長
表
彰

(
甲
種
功
労
章
)

本

部

指

導

部

長

(
乙
種
功
労
章
)

第

7
部

部

長

第

3
部

部

長

第
1
部

部

長

2 3 

輿
石

藤
沢

五
味

堀
之
内

新
春
恒
例
の
昭
和
町
消
防
出
初
式
が

1
月

7
日
(
日
)
午
前
9
時
よ
り
押
原
中

学
校
校
庭
に
お
い
て
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
町
消
防
団
員
・
役
場
消
防
隊
員

な
ど
消
防
関
係
者
お
よ
そ
2
百
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

押
原
中
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
の
華
や
か

な
演
奏
が
式
典
を
よ
り

一
層
盛
り
上
げ

る
中
で
、
各
種
表
彰
状
の
受
賞
式
・
日

頃
の
鍛
え
抜
か
れ
た
訓
練
礼
式
・
ポ
ン

プ
車
操
法
・
小
型
ポ
ン
プ
操
法
が
力
強

く
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

@ 平成13.2.1しょうわ広報

栄

4 

山
梨
県
消
防
協
会
甲
府
地
区
支
部

長
表
彰

第

8
部

第
叩
部

第

5
部

実隆生

部
長

部
長

部
長

望:rJ]河
月万野

寿浩
隆幸 次



5.級別職員数の状況 (平成12年4月 1日現在一般行政職:対象80人)

等 来夏 来夏 2 高友 3 来夏 4 来夏 5 手足 6 高友 7 高及 8 級

標準的な 主事補 主事 主 任 係長
主査 ・困難

課長 課長 参~、 事
な業務を分

職務内容 技師補 技師 副主査 掌する係長
主幹 総務課長

職員数 1人 9人 21人 17人 5人 20人 6人 1人

構成比 1.2% 11. 2% 26.3% 21.3% 6.3% 25.0% 7.5% 1.2% 

一般行政職員の初任給

E 

R司

特別職の給料報酬
(平成12年 4月 1日現在)

職

141司900円

174，400円

政1:r 
卒

卒

分

校

戸当

ザー

区

大

7. 

議

602，000円

219，000円

193，000円

580，000円

288，000円

760，000円

607，000円

町議会議員報酬(月額)

特別職給料(月額)

副議長

長

千支

収入役

教育長

長

員

議

四I

助

区 分 職 貝 数
主な増減理由

音B 門 11年度 12年度 対増減前年数

一般行政部門

去自三我邑 dZh 3C 2 臨時職員代替

総務 14 16 2 部門変更

企画 5 3 -2 部門変更

町窓口 5 7 2 部門変更

税務 8 8 O 

民生 16 17 社協出向

衛生 10 9 欠員、不補充

産業 15 14 組織再編

小 計 75 75 O 

特別行政部門

教育 24 23 臨時職員代替

小計 24 23 

公営企業等

下水道 5 5 O 

その他 3 3 O (国保業務)

小計 8 8 O 

合計 107 106 

6.定員の状況 (地方公共団体定員管理調査による)

南
甲
府
警
察
署
並
び
に
県
防
犯
協

会
南
甲
府
支
部
長
表
彰

第
4
部

部

長

佐

野

第
9
部

部

長

井

口

第
2
部

部

長

名

執

第
6
部

部

長

中

田

第

日

部

班

長

薬

袋

昭
和
町
長
表
彰

第

日

部

部

長

第

ロ

部

部

長

第
8
部

班

長

第
7
部

班

長

第
3
部

班

長

第

5
部

班

長

第

2
部

班

長

同
年
勤
続
表
彰

本

部

指

導

部

長

川
年
勤
続
表
彰

本

部

指

導

部

長

第

7
部

部

長

第

3
部

部

長

第

日

部

部

長

第

叩

部

班

長

5 6 7 8 

隆和修敦
司範巳人勉

依 山 五 黒 磯 大 井
田 田 味 沢 部 木 上

秀備新 芳秀康
秋 斉 二 登 文 雄 夫

輿
石

薬研 五藤尾
袋万味沢倉

寿一孝
隆幸隆生男

且ι
乃ミ

昭
和
町
消
防
団
長
表
彰

本

部

指

導

部

長

尾

倉

孝

男

第
1
部

班

長

平

川

政

弘

第
4
部

班

長

宮

崎

清

貴

第
6
部

班

長

米

倉

高

正

第
9
部

班

長

早

川

正

志

第

日

部

班

長

保

坂

功

第

ロ

部

班

長

河

西

洋

一

第
7
部

甲

要

員

笠

田

和

彦

第
3
部

団

員

山

土

井

浩

第
8
部

団

員

深

沢

金

一

5
年
勤
続
表
彰

第
6
部

班

長

第

日

部

班

長

第

ロ

部

班

長

第
6
部

甲

要

員

第

日

部

甲

要

員

第
1
部

乙

要

員

第

3
部

乙

要

員

第
5
部

乙

要

員

第

叩

部

乙

要

員

第

2
部

団

員

第

2
部

団

員

第

7
部

団

員

9 10 

米

倉

高

正

保

坂

功

河

西

洋

一

永

井

敏

男

大

村

武

望

月

生

治

中

込

尚

男

坂
本

一
成

石
川

一

彦

小

宮

山

毅

坂

本

和

幸

上

保

秀

章

『火消しJの豆知識
江戸時代に各都市に設置された消

防組織のこと。1650年(慶安 3年)に、

江戸城の防火を目的として創設され、

八重洲、赤坂、お茶の水、四谷など

に火消屋敷が置かれました。

その後、大岡越前守忠相が、 1718
年(享保 3年)にそれまでの組織を細

分化した町火消を作り、1720年に「い

ろは四十八組」を編成し、町火消制

度を正式に発足させました。

⑦ 広報 平成13.2.1しょうわ



③ 

下t

新f

西
条
は
、
鎌
田
川
の
お
よ
そ
東
北
の
、

三
百
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
の
は
な
れ
た
高

台
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

そ
の
鎌
田
川
で
す
が
、
水
源
は
釜
無

川
で
す
。
川
幅
は
六
メ
ー
ト
ル
く
ら
い

あ
り
、
こ
の
辺
り
で
は
大
き
い
川
で
名

が
通
っ
て
い
ま
す
。

身
延
街
道
が
西
条
を
経
て
鎌
田
川
橋

を
渡
り
、
身
延
を
抜
け
て
静
岡
に
通
じ

て
い
ま
し
た
。

そ
の
橋
の
挟
に
「
楠
地
蔵
」
さ
ん
が

あ
り
ま
す
。

あ
る
年
の
八
月
の
、
田
の
草
も
取
り

終
わ
っ
た
こ
ろ
、
毎
日
の
よ
う
に
雨
が

降
り
だ
し
ま
し
た
。
生
暖
か
い
風
と
共

に
、
ざ
あ
っ
と
降
っ
た
か
と
思
う
と
小

降
り
に
な
り
、
ま
た
そ
の
う
ち
に
大
降

り
に
な
る
と
い
う
、
な
ん
じ
ゃ
あ
な
い
、

台
風
の
前
兆
の
運
び
雨
だ
と
い
う
こ
と

は
、
み
ん
な
知
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
運
び
雨
も
、
や
が
て

H

本
降
り
H

と
な
り
、
親
川
の
釜
無
川
が
氾
濫
し
始

め
ま
し
た
。
そ
し
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
、

た
ち
ま
ち
鎌
田
川
も
溢
れ
だ
し
、
防
水

用
に
築
い
た
土
手
も
切
り
崩
し
て
、
付

居ぃ

の

楠ー

近
の
田
ん
ぼ
を
襲
い
、
稲
も
隠
れ
る
ほ

ど
水
を
か
ぶ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
堤
防
の
切
れ
た
場
所
が

H

下
新
居
H

と
呼
ば
れ
、
西
条
の
農
家

の
二
男
三
男
坊
が
、
こ
の
あ
た
り
の
地

所
が
肥
え
て
い
る
の
に
目
を
着
け
て
移

り
住
ん
だ
場
所
で
、
七
、
八
軒
全
部
農

家
で
し
た
。

そ
ん
な
開
拓
心
の
強
い

二
男
三
男
坊

も
、
荒
れ
狂
う
洪
水
に
は
逆
ら
え
ず
、

生
ま
れ
た
家
に
逃
げ
て
い
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
田
ん
ぼ
の
稲
は
、
植
え
付

け
て

一
ヶ
月
ほ
ど
経
っ
て
い
る
せ
い
か

頑
丈
で
、
雨
が
上
が
っ
て
水
が
引
い
て

も
、び
く
と
も
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

下
新
居
の
人
た
ち
は
水
が
引
け
る
の

を
確
か
め
る
と
、
再
び
我
が
家
に
戻
り
、

青
田
を
見
て
安
心
す
る
と
同
時
に
、
濁

流
に
よ
っ
て
道
路
や
土
手
に
打
ち
上
げ

ら
れ
た
流
木
が
、
そ
れ
こ
そ
沢
山
あ
る

の
に
気
付
き
、

「
一
年
じ
ゅ
う
薪
を
買
っ
て
い
る
な
か

だ
。
こ
の
流
木
は
よ
い
燃
料
に
な
る
わ

い
。
」

井}、

こ
こ
そ
こ
に
主
た
ち
は

一
斉
に

地じ

蔵す

流
木
を
拾
い
だ
し
た
の
で
し
た
。
て
ん

で
に
、
さ
き
ほ
ど
の
洪
水
は
忘
れ
た
よ

う
に
、
さ
も
楽
し
そ
う
に
流
木
集
め
に

精
を
出
し
た
の
で
す
。

突
然
、

一
人
が

い
っ
、
え
ら
く
好
い
匂
い
が
す
る
木
だ

ぞ、」
「
ど
う
れ
、
そ
の
木
を
見
せ
て
み
ろ
」

と
、
丁
度
そ
の
と
き
、
弟
の
被
害
状

況
を
心
配
し
て
見
に
来
て
い
た
生
家
の

総
領
が
、
い
ぶ
か
し
い
顔
を
し
な
が
ら

一言
っ

た
の
で
す
。

も
う
年
の
頃
、
七
十
は
と
う
に
越
し

て
い
る
こ
の
老
人
は
、
そ
の
木
に
触
る

な
り

「
お
い
、
面
白
れ
え
木
を
見
つ
け
た
ぞ
」

と
言
い
な
が
ら
、
一
本
の
木
を
も
う

一
本
の
木
が
抱
い
て
離
れ
な
い
、
奇
妙

な
流
木
を
皆
の
前
に
出
し
ま
し
た
。

「
う
ん
、
奇
妙
な
木
だ
。
そ
れ
に
、
お

「
こ
の
木
は
な
ア
、

N

く
す
の
木
H

っ
て

い
っ
て
、
匂
い
も
好
い
け
ん
ど
な
ア
、

風
邪
を
ひ
い
た
と
き
や
虫
下
し
に
は
、

こ
い
つ
を
削
っ
て
、
前
…
じ
て
飲
め
ば
、

そ
り
ゃ
あ
特
効
こ
の
上
な
し
で
、
尊
い

平成13.2.1

木
だ
ぞ
」

と
言
っ

た
の
で
す
。

「
そ
ん
ね
え
尊
い
木
じ
ゃ
あ
、
こ
の
水

害
を
記
念
す
る
意
味
も
兼
ね
て
、
こ
の

場
所
へ
、
ど
う
で
、
お
地
蔵
さ
ん
に
し

て
杷
る
じ
ゃ
ね
え
け
」

と
誰
か
が
言
い
だ
し
、
道
祖
神
さ
ん

も
無
い
状
況
だ
っ
た
か
ら
、
万
病
除
け

と
、
他
所
か
ら
流
行
病
が
入
ら
な
い
よ

う
に
、
道
祖
神
代
わ
り
に
建
て
よ
う
と

い
う
こ
と
で
決
ま
り
、
名
前
は
『
楠
地

蔵
』
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
の
で
す
。

そ
し
て
、
八
月
二
十
三
日
の
建
立
日

を
、
毎
年
の
祭
日
に
す
る
よ
う
申
し
合

せ
た
の
で
す
。

以
上
が
楠
地
蔵
の
由
来
で
す
が
、
今

で
も
下
新
居
(
下
切
)
の
人
た
ち
は
毎

年
、
昔
の
人
の
言
い
伝
え
通
り
、
そ
の

日
を
祭
日
と
し
て
お
り
ま
す
。

昭
和
初
期
、
お
地
蔵
さ
ん
が
風
化
し
、

痛
み
が
ひ
ど
く
な
っ
た
の
で
石
碑
に
建

て
替
え
、
そ
れ
に
木
を
立
て
か
け
る
よ

う
な
恰
好
で
杷
ら
れ
、
同
時
に
道
祖
神

も
建
立
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
昭
和
バ
イ
パ
ス
開
通
で
、

身
延
街
道
が
所
ど
こ
ろ
縦
断
さ
れ
た
が
、

楠
地
蔵
と
、
ほ
ん
の

一
部
、
身
延
街
道

も
残
っ
た
の
で
、
昔
の
面
影
は
わ
ず
か

な
が
ら
残
っ
て
い
ま
す
。

しょうわ広報
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農越の越正管理をL荷効利/万すぶために

「農地」は、食料の安定供給のための生産基盤であるばかりでなく、かけがえのない自然環

境を守るという点からも、重要な役割を果たしています。

このため、農地法では、農地を農地以外(例:住宅建築、駐車場など)にする場合、市街化

区域では農地転用届出、市街化調整区域では農地転用許可を受けることを定めています。

市
街
化
区
域
内
の

農
地
転
用

市
街
化
区
域
内
に
お
い
て
、
農
地
転

用
す
る
場
合
は
、
転
用
目
的
を
記
し
た

届
出
書
を
町
農
業
委
員
会
へ
提
出
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
提
出
の
あ
っ
た

書
類
は
、
内
容
を
確
認
の
う
え
、
地
元

農
業
委
員
に
調
査
依
頼
い
た
し
ま
す
。

地
元
農
業
委
員
の
意
見
を
聴
取
し
て
、

内
容
に
問
題
が
な
け
れ
ば
受
理
通
知
書

を
交
付
い
た
し
ま
す
。
こ
の
受
理
通
知

書
の
交
付
に
よ
っ
て
初
め
て
工
事
に
着

手
で
き
ま
す
。

市
街
化
調
整
区
域
内
に
お
い
て
、
農

…

地
転
用
す
る
場
合
は
、
県
知
事
の
認
可

一

が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
認
可
申
請

…

書
を
町
農
業
委
員
会
へ
提
出
し
て
く
だ

一

さ
い
。
提
出
さ
れ
た
申
請
書
は
農
業
委

一

員
会
で
審
議
さ
れ
、
農
業
委
員
会
の
意

…

見
を
附
し
て
県
知
事
に
進
達
い
た
し
ま

一

す
。
県
に
お
い
て
も
審
議
さ
れ
、
問
題

一

の
な
い
も
の
に
つ
い
て
農
地
転
用
許
可

一

書
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
造
成
工
事
に
つ

一

い
て
は
、
認
可
後
に
着
手
す
る
よ
う
に

-

し
て
く
だ
さ
い
。

…

@
詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は
、
町
農
業

一

委
員
会
事
務
局
(
岱

2
7
5
12
1
1
1
…

役
場
産
業
謀
)
ま
で

一

市
街
化
調
整
区
域
内
の

農
地
転
用

.。ごはんの“ちょっと"いい話。.
0ごはんは太りにくい

ごはんは粒で食べるため血糖値の変化が緩やかであり、

脂肪を蓄積するはたらきのあるインスリンの分泌が少な

いので、太りにくいのです。

。ごはんは空腹感を感じにくい
ごはんは消化がゆっくりしているため、空腹感を抑え

ることができるのです口

医直面メモ
女結核緊急事態宣言

山梨医科大学医学部微生物学講座

教授伊藤正彦

結
核
に
つ
い
て
数
年
前
よ
り
テ
レ
ビ
、

新
聞
な
ど
で
学
校
や
病
院
で
集
団
発
生

し
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
を
目
に
す
る
こ

と
が
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
ま
た

つ
い
先
ご
ろ
皇
室
に
務
め
て
い
る
方
も

結
核
に
感
染
し
て
い
る
こ
と
が
報
道
さ

れ
ま
し
た
。
結
核
感
染
者
が
年
々
増
加

す
る
こ
と
に
対
し
て
厚
生
省
は
平
成
十

一
年
に
結
核
緊
急
事
態
宣
言
を
発
し
ま

し
た
。結

核
は
結
核
菌
に
よ
り
主
と
し
て
肺

に
感
染
す
る
も
の
で
す
が
、
我
が
固
に

お
い
て
も
四

0
1
五

O
年
前
ま
で
は
国

民
病
と
し
て
、
多
く
の
方
々
が
感
染
し

て
、
長
期
に
わ
た
る
治
療
や
療
養
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
抗
生
物

質
の
出
現
と
公
衆
衛
生
の
発
達
に
よ
り

感
染
が
低
下
し
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
で
は
な
ぜ
近
年
結
核
の
発
症
者

が
増
加
し
て
き
た
の
で
し
ょ
う
か
?
以

前
は
若
者
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
近

年
は
お
年
寄
り
が
多
い
の
が
特
徴
で
す
。

結
核
に
感
染
し
て
も
免
疫
力
が
強
い
人

た
ち
は
発
病
せ
ず
長
い
期
間
肺
の
中
で

結
核
菌
は
静
か
に
生
き
て
い
ま
す
が
、

年
を
と
っ
た
り
な
ど
し
て
免
疫
力
が
低

下
す
る
と
ま
た
肺
の
中
の
結
核
が
多
数

増
加
増
殖
し
て
発
病
し
ま
す
。
そ
の
と

き
疾
や
咳
な
ど
で
結
核
菌
を
外
に
出
し

ま
す
。
す
る
と
子
供
や
若
者
が
そ
の
結

核
菌
を
吸
っ
て
感
染
し
発
病
す
る
こ
と

が
多
く
な
り
ま
す
。
そ
う
し
て
年
々
感

染
し
発
病
す
る
人
た
ち
が
多
く
な
っ
て

き
ま
し
た
。
結
核
に
限
ら
ず
他
の
感
染

症
に
お
い
て
も
感
染
者
の
数
が
あ
る
一

定
以
上
に
な
る
と
爆
発
的
に
感
染
者
が

増
え
ま
す
。
し
た
が
っ
て
厚
生
省
は
今

回
、
結
核
緊
急
事
態
宣
言
を
出
し
ま
し

た。
結
核
の
ワ
ク
チ
ン
と
し
て

B
C
G
が

あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
の
有
効
性
に
関
し

て
は
一
定
の
役
割
は
あ
る
が
完
全
に
結

核
感
染
が
防
げ
る
か
否
か
は
現
在
学
問

的
に
検
討
中
で
あ
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
我
々
は
家
族
な
ど
に
結

核
を
感
染
さ
せ
な
い
た
め
に
も
、
咳
が

長
く
続
い
た
な
ら
ば
病
院
で
診
て
も
ら

う
こ
と
な
ど
を
心
掛
け
る
こ
と
が
必
要

で
す
。結

核
の
増
加
は
日
本
国
内
だ
け
で
は

な
く
世
界
全
体
と
し
て
毎
年
新
た
に
三

0
0
万
人
増
加
し
て
お
り
、
エ
イ
ズ
、

マ
ラ
リ
ア
と
共
に
世
界
中
の
人
々
が
協

力
し
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

感
染
症
に
な
っ
て
い
ま
す
。

企

画

財

団

法

人

平成13.2.1しょうわ

里
仁
会

① 広報



私
の

福
島
県

い
わ
き
市仲僚洋子さん

(清水新居)

私
は
、
福
島
県
い
わ
き
市
で
育
ち
ま

し
た
。
と
聞
い
て
、
す
ぐ
に
場
所
を
思

い
出
せ
る
方
は
少
な
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
東
北
の

一
番
南
、
茨
城
県
の
北
に

あ
り
ま
す
。
福
島
と
い
う
と
、
雪
国
の

イ
メ
ー
ジ
が
強
い
で
す
が
、
い
わ
き
市

LUB&サークル紹介C 

紹
介

は
太
平
洋
側
に
あ
る
の
で
、
気
候
は
温

暖
で
、
夏
は
海
か
ら
の
風
が
涼
し
く
、

冬
も

一
日
で
溶
け
て
し
ま
う
よ
う
な
雪

が
、
年
に

一
j
二
回
降
る
程
度
で
す
。

い
わ
き
七
浜
と
い
っ
て
、
海
水
浴
も

で
き
る
海
岸
が
七
つ
あ
り
、
大
陸
棚
と

い
わ
れ
る
朝
の
遠
浅
の
海
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
小
名
浜
港
は
「
さ
ん

ま
」
の
水
揚
げ
日
本

一
だ
そ
う
で
す
。

(
今
で
も
そ
う
で
し
ょ
う
か
?
)

そ
の
昔
、
い
わ
き
は
常
磐
(
じ
よ
う

ば
ん
)
炭
坑
で
栄
え
た
町
だ
そ
う
で
、

炭
坑
の
閉
鎖
後
、
仕
事
が
無
く
な
る
と

困
る
の
で
、
近
く
に
湧
い
て
い
た
温
泉

(
湯
本
温
泉
)
を
利
用
し
て
、
日
本
初

皆
さ
ん
の
か
素
敵
な
ふ
る
さ
と
G

を
た
く
さ
ん
紹
介
し
て
く
だ
さ
い

の
室
内
型
温
水
プ

l
ル
を
造
り
、

H

日
本

の
ハ
ワ
イ
、
常
磐
ハ
ワ
イ
ア
ン
セ
ン
タ

ー
H

と
売
り
出
し
た
ら
大
当
た
り
。
高

速
道
路
が
整
備
さ
れ
て
か
ら
は
、
東
京

か
ら
二
時
間
半
程
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

今
で
は

H

ス
パ
リ
ゾ
ー
ト
ハ
ワ
イ
ア
ン

ズ
H

と
し
て
観
光
の
目
玉
と
な
っ
て
い

ま
す
。

湯
本
温
泉
そ
ば
に
は
、
ス
パ
リ
ゾ
ー

ト
の
他
に
、

J
R
A
の
競
走
馬
の
リ
ハ

ビ
リ
の
た
め
の
温
泉
施
設
(
馬
も
湯
治

す
る
ん
で
す
ね
。
常
磐
高
速
で
は
、
横

腹
に
馬
の
名
前
の
書
か
れ
た
馬
輸
送
ト

ラ
ッ
ク
が
走
っ
て
い
ま
す
。
た
ま
に
有

名
馬
の
名
を
見
つ
け
る
と
、
ち
ょ
っ
と

う
れ
し
い
)
や
、
石
炭
科
学
博
物
館
(
ほ

ぼ
完
壁
な
型
で
発
見
さ
れ
た
恐
竜
の
化

石
、
フ
タ
パ
ス
ズ
キ
リ
ュ
ウ
が
展
示
。

ち
な
み
に
、
双
葉
町
で
鈴
木
さ
ん
が
発

見
)
昨
年
夏
に
は
水
族
館
が
オ
ー
プ
ン

し
た
り
、
海
岸
沿
い
に
キ
ャ
ン
プ
場
も

つ
く
ら
れ
、
だ
い
ぶ
観
光
化
し
て
き
ま

し
た
。

福
島
と
い
う
と
遠
い
よ
う
で
す
が
、

私
は
軽
自
動
車
で
、
実
家
か
ら
昭
和
の

自
宅
ま
で
四
時
間
半
と
い
う
自
己
最
短

記
録
を
持
っ
て
い
ま
す
。
以
来
、
H

行
こ

う
と
思
え
ば
す
ぐ
行
け
る
距
離
H

に
な

り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
も
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

「初級英会話教室」からサークル活動になり、

現在会員10名、年齢層は幅広く、(多少、平均年齢

が高いかも?)その仲で一番若いのが、昨年オー

ストラリアから来た ZOE(ゾイ)先生です。し

かも beautif叫!

恐らく男性陣はラッキーと思っているにちがい

ありません。

毎水曜日、 ZOE先生の用意してくれたプリン

トを読んで、意見を交換したり、ゲームや歌を歌

ったりと様々です。

今まで、野外で、バーベキューをしたり、食事会

などを行い、楽しく活動してきました。

英語が上手に話せなくても大丈夫 !ZOE先生

もただ今、日本語勉強中です。

英語に関心のある方、 ZOE先生を一 目見たい

方、ぜひ遊びに来てくださいD

.時間毎週水 曜日午後 8時---9時30分

.会場中央公 民館第一会議室

@会費月2，000円
.連絡教育委員会(企275-3737)

英会話サ}クル

緊急なお知5せ

海
は
あ
る
け
ど
山
は
な
い
「
い
わ
き
市
」

で
、
海
水
浴
で
も
い
か
が
で
す
か
。

太
平
洋

昨年暮れから新年にかけて、高校生・中学

生をターゲットに した痴漢行為が増加し、そ

の被害は小学生にまで及んでいます。このよ

うな問題は、一つ誤ると生命の危険に及ぶよ

うな問題にまで発展 しかねません。

青少年育成昭和町民会議としても 『このよ

うな卑劣な行為は絶対許さない』という強い

姿勢を示し、 警察と連携してその撲滅のため

にパトロールを実施しますが

-地域住民の皆さんも「地域の子どもは地域

で守り育てる」

-児童生徒は被害に遭ったらすぐ110番する

か「こども 110番の家」へ逃げ込むなどし

て被害から身を守る

・一人では登下校しないよう努めるようにし

ましょう O

県外に“ふるさと"をお持ちのみなさん

みなさんの“ふるさと"を広報で紹介してくださ

い。内容は自由 (450字以内)

連絡は役場広報係までお願いします。

昭和町民会議

ふれあい連絡会

昭和町高生連

⑪ 平成13.2.1しょうわ広報



HEALTH INFORMATION CORNER 

@但思
保健・健康に関するお問い合わせは役場介護保健課保健指導係(包275・2111内線252・253)

Em児健康診査

該当児 | 受付時間

平成12年 1月生まれ | 午後 1時--1時15分

平成12年 4月生まれ | 午後 1時30分--2時

該当児 | 受付時間

平成12年10月生まれ l 午後 1時--1時15分

平成12年 7月生まれ | 午後1時50分--2時15分

場所総合会館

持ち物 母子手帳・健康保険証・印鑑・筆記用具・パスタオル

日 児教室

実施日 2月27日(火)

受付 時間午前9時45分--10時
場 所総合会館

該当児平成12年11月生まれのお子さん

持ち物母子手11;辰・ 筆記用具・パスタオル

*予防接種及び神経芽細胞腫検査の説明と予診票等の配布。

回 歳6か月児健康診査

実施日 2月28日(水)

受付 時間午後 1時--1時30分
場 所総合会館

該当児平成11年 6月~平成11年 7月生まれのお子さん及

び前回未受診のお子さん

持ち物母子手帳・1歳 6か月児健診質問票

回 歳児健康診査

実施日 2月19日(月)

受付時間午後 1時--1時30分
場 所総合会館

該当児平成 7年11月~平成 8年 1月生まれのお子さん及

び前回未受診のお子さん

持ち物母子手帳・5歳児健康質問票・尿検査セット他

四 八ビリ教室

対象者 町内に住む身体に障害をお持ちの方

(脳血管疾患後遺症・整形外科疾患など)

訓練会場総合会館機能訓練室

(会場まで車の送迎をいた します)

訓練日程 2月 1日(木)・ 6日(火)・14日(水)・22日(木)

⑪ 広報しようわ平成13.2.1

年』 子手帳交付及び一般健康相談

日 時 2月 2日(金)午前9時--11時30分
2月16日(金) 午後 1時30分--4時

2月26日(月) 午前 9時--11時30分
場 所 総合 会館

※母子手帳の交付を希望される方は、印鑑をお持ちください。

※予防接種についてのご相談も受け付けています。

※一般健康相談は40歳以上の方を対象に血圧測定、尿検査、

栄養指導などを行います。

※子宮ガン検診のお申し込みを受け付けています。希望され

る方は、印鑑をお持ちください。

回 ベル列ン醐査とB峨種

日時 ツベルク リン接種 | 判定・ BCG接種

2月13日(火) I 2月15日(木)

受付時間午後 1時--1時45分

場 所総合会館保健センター

対象児 O平成12年 6月~平成12年 9月生まれのお子さん

04歳未満で BCGを未接種のお子さん

持ち物母子手帳・ 予診票

回 の予防接種との間隔

前に受けた予防接種

BCG はしか風しんポリオ

前に受けた予防接種

3種 混 合 日本脳炎

旦竺』日習
|今回受けるすべての予防接種

・~;司ιιヨ しん予防接種

接種機関 町内指定医療機関及び県下指定医療機関での個別

接種

対象者 O標準的な嬢種年齢……生後12ヶ月--24ヶ月

0対象年齢……生後12ヶ月--90ヶ月未満

*町.では現在 1歳児健診の時に、

予診票・無料接種券等をお渡ししています。対象年齢内で

接種が済んでいないお子さんは、一般健康相談(上段参照)

で予診票 ・無料接種券等をお渡ししていますのでご利用くだ

さい。



ftj'f/iJ I~よみ
見やすいところに貼るなどしてご利用ください 平成13年 2001 

型豊田RUARY

日 SUN 火 TUE 水 WED月 MON

3月1日(木)-. 7日(水)は春の火災予防運動です。
平成13年春季火災予防運動が3月l日から 3月7日まで

全国一斉に実施されます。この時季は、空気が非常に乾燥

し、風も強く 、ちょ っとした油断から火災が起きやすくな よ j
り、 大火にもなりやすい時季です。 L み
暖房器具やたき木の消し忘れなど十分注意して火災を起 仏/

こさないようにしましょう 。 yU)i(
また、 111火事が多発する時季でもありますので、山林ゃ v 

原野でのたばこの投げ捨ては絶対にやめましょう 。

1壁 一J-?ーを一一一一一

3委

場

4 t5 1 5露 16奇 1? ~ 1 8強 19室 110百
総合会館・温泉 |温水フール・図町長と語らいの結婚相談

休館 |書館・総合体育 rl とき

館休館 ~G 符将 I (午後1時30分~)

結婚相談 | 議弊 !心配判談 ! 幌軒
3守TEb |結婚相談

11露 112事 113~ 114議 115室 116き
温水ブール・図 |温水プール・図心配ごと相談 |読み聞かせとお |結婚相談

書館・総合会館 |書館・総合体育 ぬ |結婚相談 |話の会
1 1&4b|  も?長おski I "H ，.，-， ' ~ H/ ' 

-温泉休館 | 館休館・総ロ~I N鱗 I (図書館

館・温泉休館 ~汁沈 午前11時~)

18者 119~ 120強 121室 122雪 123~ 
総合会館・温泉 |温水プール・図|ボカシ作り |みんなで 結婚相談

休館 |書館・総合体育 I(午後 I 時~) Iあそぽう
館休館 児童館

結婚相談 I (午現…… 、
lUPす.1U刀-~)

行政相談
心配ごと相談
結婚相談

塑 一ii争争色ι-一一-一一一一一一-一一一一-一一一一-一一一-一一-一-一一一-J一Jg
温水ブ一ル.図図書館

書館・総合体育月末整 理 日
| 臥U! .~ 19 

館休館 | 苅t合庁三 |心配ごと相談

結婚相談 | 守子炉 |結婚相談

げ 'c7 ，i~と〉

h

同
議

24 ~ 

地

区

西 西 清 西 |押河紙 築飯河上よ
条条水条 | 東 漉 河| 河東
一二新新 | 中阿 一
区 区 居 田 |越島原地喰西東匡
毎週火 ・金曜日 | 毎週月・木曜日

2日.6日・9日・13日 I 1日・5日・8日・15日

16日・20日・23日・2?日 19日・22日・26日

第2水曜日・第 4水曜日 |第 1水曜日 ・第3水曜日

14日・28日 ?B・21日

28日 ( 第 4水曜日)

ビンは、お近くの空きビンポストヘ

※収集日が祝日の場合は収集業務はいたしま
せんので次回の収集日をご利用ください。

※必ず町指定の収集袋を使用してください。
黒いビニール袋などでは出さないでください。

※収集袋-荷札には必ず氏名、電話番号を記入して
ください。荷札は粗大ゴミに使用してください。

※収集日の当日午前 8時30分 までに出してく
ださい。

※燃える物、燃えない物、リサイクル品の分
別はしっかり行ってください。

※引っ越しゴミなどを早 く処理したい場合は、
環境衛生課へご相談ください。

環境衛生 課 (275-2111)

広報しようわ平成13.2.1 ⑫ 



国際交流クリスマス会
12月9日 中央公民館講堂において国際

交流クリスマス会が開催されました。押

原中学校 AETのゾイ先生、 国際交流関

係者をはじめたくさんのご家族が参加し、

マジツクショーやバグパイプの演奏など、

楽しい国際色にあふれたひとときを楽し

みました。

第14固たこあげ大会
1月13日 新春の恒例となっております

児童館たこあげ大会が今年も大勢の親子

の参加の中、盛大に開催されました。自

慢の手作りたこが大空に上がったとき、

うれしさと懐かしさのせいか、 子ども以

上に親が舞い上がっていました。

⑬ 広報 しようわ 平成13.2. 1 

児童館ミニ門松っくり
12月9日 総合会館において、毎年恒例のミニ

門松っくりが開催されました。

名産の“いちご"出荷最盛期

中巨摩東部農協昭和支所

1月上旬頃から出荷が始まった昭和名産の “い

ちご"が出荷の最盛期を迎えています。東部農

協昭和支所の直売コーナーには毎日のよ うに取

れたての“いちご"や新鮮な冬野菜が運ばれて

きます。直売は毎日午前10時から午後4時30分

までです。(土・日は午前10時から午後 1時30分)

※完売の場合には早めに閉庖しますので、お早

めに・

相談です
4砂町長と語らいのとき

日時 2月7日(水)

場所 町長室

時間午後 1: 30~ 4 : 00 

*あらかじめ役場総務課ま

でご連絡く ださい。

(宮275-2111内線206)

。心配ごと相談

日時 7日(水)・14日(水)

21日(水).28日(水)

場所社会福祉協議会

時間午後 1: OO~ 3 : 00 

*あらかじめ社会福祉協議

会までご連絡く ださい。

(H275-0640) 

。行政相談

日時 2月21日(水)

時間午後 1: OO~ 3 : 00 

*直接会場へおこしください

お問い合わせは役場企画

行政課まで

(宮275・2111内線211)

.教育相談

日時 随時(金土日 は除く)

場所中央公民館 2階

時間午前 9: OO~ 
午後4: 00 

*直接会場へおこしくだ、さい

お問い合わせは、カウ ン

セラー佐野まで

(H275-6951) 

.結婚相談

日時 月 ・水・金曜日と

第2・第4土曜日

場所社会福祉協議会

時間 月・ 水 ・金は

午前 8: 30~ 

午後 5: 00 
第2・第4土曜日は

午後 1: OO~ 4 : 00 

*直接会場へおこしください

お問い合わせは、結婚相

談事務局萩原まで

(H275-1881) 

*なお、随時電話での相談

も行っていますので、各

地区相談員までお気軽に

お電話く ださい。

お知§せ
[ボカシっくり会]

日時 2月20日(火)

場所総合会館裏

時間 午後 l時 ~

*不用犬・猫のお問い合わ

せは

役場環境衛生課まで

(H275-2111内線226)



PART8 

い
き
い
き
と
働
け
る
労
働
環
境
の
整
備

E
仕
事
と
家
庭
的
責
任
の
両
立
支
援

①
家
庭
的
責
任
を
有
す
る
労
働
者
へ
の

支
援

l

「
や
ま
な
し
エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン
」

に
基
づ
い
て
子
育
て
ニ

l
ズ
の
実

情
に
合
わ
せ
た
保
育
サ
ー
ク
ル
を

推
進
し
ま
す
。

2
家
庭
的
責
任
を
両
性
が
担
い
仕
事

と
の
両
立
が
で
き
る
よ
う
育
児
介

護
休
業
制
度
の
周
知
と
普
及
を
図

り
ま
す
。

3
育
児
や
家
族
の
介
護
を
行
う
労
働

者
の
仕
事
と
家
庭
の
両
立
支
援
を

目
的
を
す
る
育
児
介
護
雇
用
安
定

助
成
金
な
ど
に
つ
い
て
周
知
を
図

り
ま
す
。

4
労
働
者
の
仕
事
と
育
児
の
両
立
を

図
る
た
め
育
児
に
関
す
る
相
互
援

助
活
動
を
行
う
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
の
設
置
を
促

進
し
そ
の
活
動
に
対
し
て
支
援
を

行
い
ま
す
。

5
育
児
介
護
休
業
制
度
の
普
及
促
進

を
図
る
た
め
の
意
識
改
革
及
び
生

活
資
金
貸
付
制
度
の
充
実
と
啓
発

を
行
い
ま
す
。

6
仕
事
と
家
庭
の
両
立
支
援
の
た
め

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
研
修
会
を
開

催
し
ま
す
。

町立図書館から
お・す・す・め

{一般図書}

自尊心という病

町沢静夫

ローマの街角から

塩野七生 新潮社

チンドン屋の大将になりたかった男

岩城宏之 NHK出版

犬大将ビ、ツキ

出久根達郎

恋せよ妻たち

林望

海の子の夢をのせて

倉掛晴美

やさしいゆきだるま

F .シュティッヒ ひくまの出版

あおぞらえんのおんがくかい

斉藤栄美 ポプラ社

かしこいカメのおはなし

F .マーティン

月夜にいらっしゃい

竹下文子

双葉社

中央公論社

小学館

【児童図書}

②
総
労
働
時
間
の
短
縮

l
労
働
者
が
ゆ
と
り
に
満
ち
た
労
働

生
活
が
で
き
る
よ
う
時
間
外
労
働

の
短
縮
を
推
進
す
る
よ
う
に
関
係

機
関
と
連
携
し
て
啓
発
を
行
い
ま

す
。

2
完
全
週
休
二
日
制
の
普
及
に
努
力

す
る
と
と
も
に
年
次
有
給
休
暇
の

完
全
消
化
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
休
暇
等

各
種
休
暇
制
度
の
導
入
な
ど
の
普

及
促
進
に
努
め
ま
す
。

女
性
い
き
い
き
ア
ド
パ
イ
、
ザ
l

五

昧

昭

子

石風社

ポプラ社

金の星社

の

卜

こ
た
つ
や
電
気
毛
布
、

か

ン

カ
イ
ロ
な
ど
が
あ
り
が

な

イ

た
い
冬
。
で
も
、
暖
房

の

ポ

具
の
使
い
方
に
よ
っ
て

し
ン

，

は
「
低
温
や
け
ど
」
に

ら
ワ

な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も

輔
副

-a面

あ
り
、
要
注
意
で
す

0

・EE
触
っ
て
い
る
と
暖
か

く
気
持
ち
の
よ
い
六

O
度
く

F

ら
い
の
温
度
で
も
、

一
分
間
、
'

皮

膚

に

圧

迫

し

て

使

い

続

け

'

る
と
や
け
ど
を
し
ま
す
。
こ

.

，

れ
が
「
低
温
や
け
ど
」
で
す

0

.

.

 

接
触
時
間
に
よ
っ
て
は
、
さ
岡
国

ら
に
低
い
温
度
で
も
や
け
ど
明
幽

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

'

直

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
に
寄
閉
園

せ
ら
れ
た
報
告
に
よ
る
と
、

.

.

 

低
温
や
け
ど
を
最
も
引
き
起
・
司

こ
し
て
い
る
暖
房
具
は

、

使

司

い
捨
て
カ
イ
ロ
。
以

下

、

湯

司

た
ん
ぽ
、
あ
ん
か
、
こ
た
つ
、
『

電
気
カ
ー
ペ

ッ
ト
、
電
気
毛
布
な
ど

が
続
き
ま
す
。
高
齢
者
や
体
の
不
自

由
な
人
、
病
気
や
ケ
ガ
を
し
た
人
に

起
き
や
す
く
、
酔
っ
て
眠
り
込
ん
で

や
け
ど
を
負
っ
た
と
い
う
例
も
。

低
温
や
け
ど
は
、
皮
膚
の
表
面
で

は
わ
ず
か
な
や
け
ど
に
見
え
て
も
、

内
部
が
壊
死
(
体
の
組
織
の

一
部
が

死
ぬ
こ
と
)
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
ひ
ど
い
場
合
は
手
術
が
必

要
に
な
る
な
ど
症
状
は
深
刻
で
す
。

低
温
や
け
ど
を
防
ぐ
に
は
、
ま
ず

そ
れ
ぞ
れ
の
暖
房
具
の
注
意
表
示
を

よ
く
見
て
使
用
方
法
な
ど
を
守
り
、

さ
ら
に
使
用
中
は
圧
迫
し
な
い
よ
う

に
し
た
り
、
こ
ま
め
に
体
の
姿
勢
を

変
え
た
り
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

使
い
捨
て
カ
イ
ロ
は
長
時
間
体
の

一
か
所
に
固
定
せ
ず
、
睡
眠
中
は
使

わ
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し

ょ
う
。
湯
た
ん
ぽ
や
電
気
あ

音
叫
ん
か
、
電
気
毛
布
な
ど
は
、

注

な

る

べ

く

低

温

で

使

用

す

る

に
か
、
体
か
ら
離
し
て
使
う
よ

方

う

に

し

ま

し

ょ

う

。

い

電

気

カ

ー

ペ

ッ

ト

は

、

乗

使

っ

た

と

き

に

暖

か

い

と

感

じ

の

る

よ

う

で

は

温

度

が

高

す

ぎ

自

民

ま

す

。
座
る
と
徐
々
に
暖
か

一
房
く
な
る
程
度
が
適
温
だ
と
覚

暖

え

て

お

き

ま

し

ょ

う

。

低
温
や
け
ど
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
ら
、
水
で
冷
や
し
て

も
効
果
は
あ
り
ま
せ
ん
。
見
た
目
よ

り
重
症
の
場
合
が
多
い
の
で
、
早
め

に
医
師
の
診
察
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

⑪ 平成13.2.1しょうわ広報
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
推
進
月
間

今
月
は
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
推
進
月
間
」
で
す
。

こ
れ
は
「
県
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
運
動
」
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
対
し
、
県
民

一
人

一
人
が
理
解
を
深
め
、

心
の
通
う
温
か
い
地
域
社
会
実
現
を
目
指
し
、
地
域
に
根
ざ
し
た

様
々
な
活
動
が
県
下
各
地
で
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
は
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
国
際
年
」
で
す

0

.
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
理
解
を
深
め
る

・
活
動
参
加
し
や
す
い
社
会
環
境
づ
く
り

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
横
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り

.
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
促
進

こ
れ
ら
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
国
際
年
及
び
同
月
間
を
併
せ
て

P
R

し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
輸
が
更
に
広
が
る
よ
う
に
各
地
で
啓
発
普

及
活
動
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

期
間
中
に
行
わ
れ
る
主
だ
っ
た
行
事
は
次
の
と
お
り
で
す
。

所

甲府駅前 ・県内各地

士曇時

2月1日(木)

口い日

ボランティア国際年・

同活動推進月間 PRキャラパン

名業事

ィシ

県ボランティアセンター

県立文学館

県ボランティアセンター

2月2日(金)

9 時30分~14時

2月25日(日)

13時~19時30分

2月18日(日)

2月24日(土)

子どものひろば‘

ボランティア大会

ボランティア国際年

第25回山梨県

10時~15時30分記念シンポジウム

白根町桃源文化ホ ル

J J¥淵沢田T福祉活動

センター

2月21日(水)

9 時~15時30分

9 時~12時

2月16日(金)

第19田中巨摩地区

ボランティア交流会

昭和町ボランティア研修会

ボランティアクルーフ縄合
今月は手話サークル「ほたる会」の鷹野高子さんです。

「ほたる会Jは結成19年目を迎えました。

最初は河西区の先輩 7名で年 3回、 1人暮らしの食事サービスを手話の勉

強をしながら女台めました。

その後、社協のボランテイアグループに登録し、毎年 1 月 ~3 月に行われ

る初級手話講習会を終了した仲間がボランテイア活動に参加するようになり

ました。

今ではろうあの先生を含め30名が福祉まつり ・ふれあいまつりへの出品販

売、お花見ふれあいランチやミニデイサービスへの給食協力、県・郡の聴覚

障害者大会への交流、そして他町村との手話コーラスの交流等…。

自分たちが健康であることに感謝しながら活動しています。

昨年 6月には郡社会福祉協議会長表彰を受賞しました。先輩の皆さまが大

切に引き継いできたこの会を、「次代に送っていけるようにがんばらなくては

…。」と思いを新たにしています。

また本年も少額ですが、会員の気持ちを社協へ寄付させていただきました。

私達も手話を学ぶ事で、まだ社会的に不自由しているろうあ者の友として手

を取り合って学んでいきたいと思っています。

皆さまも、楽しく手話を勉強してみませんか?

武井芳恵様

盟和産業(株)

甲府工場様

河東中島でんえん様

手話サークルほたる会様

中巨摩東部農業協同組合様

「福祉の増進に役立ててくださいJと

温かい善意が寄せられました。

心から感謝し=たします。

⑮ 広報

東

居
河

棚
上

築

平成13.2. 1 しょうわ



わ

2001.2 

三つの歯車が一つになって

つよ

NO.21 

しくu、つよき

新
世
紀
幕
開
け
の
今
年
は
、
昭
和
町
に
町
制
が
施
行
さ
れ
て
三
十
年
の
節
目
の
年

で
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
記
念
し
て
、
中
央
公
民
館
自
主
学
習
グ
ル
ー
プ
「
カ
ル
チ

ャ
ー
デ
ザ
イ
ン
倶
楽
部
(
塩
島
敏
彦
代
表
)
」
で
は
、
町
内
で
定
期
的
に
文
化
的
催
し

を
企
画
し
、
開
催
し
て
い
く
こ
と
を
今
年
の
活
動
計
画
の
柱
に
し
て
い
く
こ
と
を
申

し
合
わ
せ
ま
し
た
。

さ
っ
そ
く
町
制
三
十
周
年
記
念

《
ワ
ン
マ
ン
・
シ
ョ

l
和
》
と
題
し
て
、
第

一
弾

を
中
国
の
伝
統
楽
器
「
胡
弓
」
の
演
奏
者
張
剣
さ
ん
を
お
招
き
し
、
ニ
ュ

l
イ
ヤ

l

「ト
l
ク
&
ラ
イ
ブ
」
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

若
き
胡
弓
の
名
演
奏
者
が
語
る
中
国
の
歴
史
や
躍
動
す
る
現
代
中
国
と
研
ぎ
澄
ま

さ
れ
た
胡
弓
の
音
色
を
堪
能
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

定
員
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

第
二
弾
は
、
サ
マ

l
コ
ン
サ
ー
ト
で
、
鈴
木
賢
二
さ
ん
の
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
「
フ

オ
ル
ク
ロ

l
レ
演
奏
会
」
を
企
画
中
で
す
。

開
催
希
望
や
運
営
ス
タ
ッ
フ
も
常
時
受
け
付
け
中
で
す
。
手
づ
く
り
コ
ン
サ
ー
ト

を
あ
な
た
も
御

一
緒
に
楽
し
み
ま
せ
ん
か

D

申
し
込
み
先

合
ニ
七
五
l

三
七
三
七

(
教
委
・
生
涯
学
習
諜
)

NewCenturγConcert 
チケット1伺 OVEN

2001.2.2圏
19:00開場 19:30開演

昭和町中央公民館講堂

[昭和町役場裏]

L食に関する指導と学校給食】

CG/小林康博(河西)

昭和町学校給食センター

学校給食の役割は、「学校給食指導の手引き」に次のように示されています

女望ましい食習慣を形成する学校給食
栄養のバランスのとれた食事、楽しい食事とは何かについて

子どもが理解し、日常の生活に生かすことができる能力や態度

を育てることも、 学校給食の大きな役割となっています。

特に、指導を通じて、脂肪、糖分、塩分の取り過ぎに注意す

る習慣を育てることは、病気の予防には大切です。

大栄養のバランスのとれた豊かな学校給食
学校給食の献立は、おいしく食べられるように、また、

栄養のバランスがとれるように工夫されています。特に不

足しがちなカルシウムやビタミンの一部は、 一日の所要量

の55%を摂取することができ、一日の食事の中で、学校給食

が子どもたちにと って重要な意味を持っていると言えます。 ‘ グ
P t V 可

。 大多様な教育効果のある学校給食

学校給食は、準備、会食、後片付けまで子ども 自身が行うこ

とにより、貴重な勤労の場となっています。このような共同作

業を通して、奉仕や協力の精神、社会性を養うことができます。

また、給食の時間は、 学習で得た食事に関連する知識を、楽

しい実践を通して体得することができる場です。

⑬ 平成13.2.1しょうわ広報

大人間関係を豊かにする学校給食
給食の時間は、午前中の学習を始めさまざまな緊張から

解放され、気分転換を図ったり、午後に向けて活力を生み

出すことができる時間でもあります。「食べるjという基本

的な欲求を満たす心和む時間であり、みんなで一緒に楽し

く 「食べる」体験を通して、 望ましい食習慣を身に付ける

だけでなく、好ましい人間関係を育てる場となっています。



昨
年
の
十
二
月
に
常
永
小
学
校
建
設

工
事
の
着
工
を
工
事
内
容
と
と
も
に
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
し
た
。
今
回
か
ら
工

事
の
進
捗
状
況
を
下
の
グ
ラ
フ
と
写
真

に
て
、
ま
た
工
法
な
ど
の
解
説
を
交
え

な
が
ら
随
時
報
告
し
ま
す
。
広
報
の
編

集
や
印
刷
等
の
関
係
上
リ
ア
ル
タ
イ
ム

と
は
い
き
ま
せ
ん
が
、
ご
了
承
下
さ
い
。

上
の

写
真
は
、

十
二
月

八
日
に

起
工
式

が
行
わ
れ
た
時
の
状
況
で
す
。
町
議
会

議
員
、
地
元
農
業
委
員
、
学
校
建
設
委

員
等
の
関
係
者
に
出
席
い
た
だ
き
鴻
池

組
・
中
西
建
設
昭
和
町
立
常
永
小
学
校

建
設
工
事
共
同
企
業
体
の
主
催
に
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

さ
て
、
起
工
式
が
終
了
し
、
い
よ
い

よ
本
格
的
な
工
事
へ
の
着
手
に
な
り
ま

す
が
、
第
一
段
階
と
し
て
実
際
の
工
事

施
工
に
お
け
る
施
工
図
(
工
事
の
設
計

段
階
よ
り
も
さ
ら
に
詳
細
な
部
分
を
把

握
す
る
た
め
の
図
面
)
を
作
成
し
、
工

事
設
計
ど
お
り
に
施
工
で
き
る
か
の
確

認
作
業
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
確
認
作
業

が

一
月
の
中
旬
に
行
わ
れ
、
基
礎
工
事

へ
と
進
み
ま
す
。
こ
れ
は
、
校
舎
本
体

の
構
造
が
幾
つ
か
の
棟
に
分
離
さ
れ
て

い
る
の
で
、
主
要
な
配
線
や
配
管
を
天

井
裏
に
は
わ
す
の
で
は
な
く
、

一
階
床

下
に
ピ
ッ
ト
と
呼
ば
れ
る
共
同
溝
を
め

ぐ
ら
し
、

二
階
三
階
へ
上
が
る
パ
イ
プ

ス
ペ
ー
ス
と
呼
ば
れ
る
筒
状
の
も
の
を

構
造
体
ご
と
の
棟
に
立
ち
上
げ
る
仕
組

み
と
な
っ
て
い
る
た
め
で
す
。
基
礎
と

ピ
ッ
ト
や
、
配
管
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を

貫
通
す
る
位
置
の
取
り
合
わ
せ
が
非
常

に
重
要
に
な
っ
て
く
る
の
で
す
。

進捗率

100% 

80% 

60% 

40% 

20% 

12月末時点での校舎建設地の状況(進捗率 1%)

基
礎
工
事
は
、
地

盤
が
比
較
的
良
質
な

た
め
支
持
地
盤
を
安

定
さ
せ
る
ソ
イ
ル
セ

メ
ン
ト
コ
ラ
ム
工
法

と
い
う
地
盤
改
良
を

行
い
ま
す
。
基
礎
の

底
か
ら
二
メ
ー
ト
ル

の
深
さ
ま
で
円
柱
状

に
セ
メ
ン
ト
で
地
盤

を
固
め
安
定
を
さ
せ

る
も
の
で
す
。
こ
の

工
事
に
は
、
杭
打
ち

機
に
似
た
高
い
筒
状

の
機
械
を
現
場
で
組

み
立
て
工
事
を
し
ま

す
。
こ
の
続
き
は
、

次
回
を
お
楽
し
み
に

し
て
下
さ
い
。

S甲

原

小

児

平
成
十
二
年
度
の
押
原
小
学
校
の
児

童
会
活
動
は
、
た
て
割
班
の
活
動
を
中

心
に
行
っ
た
。

四
月
に
は
「
一
年
生
を
迎
え
る
会
」
た

て
割
班
が
初
め
て
顔
を
合
わ
せ
る
の
で
、

自
己
紹
介
ゲ
l
ム
、
一
年
生
を
中
心
に

し
た
ゲ
l
ム
も
行
っ
た
。

七
月
に
は
、
毎
年
行
わ
れ
て
き
た
「
遊

び
集
会
」
色
々
な
遊
び
が
あ
る
中
で
今

年
は
新
し
く
玉
入
れ
ゲ
l
ム
を
入
れ
た
。

決
め
ら
れ
た
時
間
内
に
い
く
つ
の
玉
を

入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
か
競
う
も
の
で

あ
る
が
、

一
年
生
も
六
年
生
も
夢
中
で

玉
を
投
げ
て
い
た
。
各
班
の
得
点
は
ゲ

ー
ム
で
得
た
点
だ
け
で
な
く
、
態
度
点

が
加
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

始
め
る
前
の
あ
い
さ
つ
、
き
び
き
び
と

し
た
態
度
、
班
長
で
あ
る
六
年
生
は
な

ん
と
か
し
て
多
く
の
点
が
も
ら
え
る
よ

う
に
下
級
生
へ
の
指
導
を

一
生
懸
命
に

や
っ
て
い
た
。
土
曜
日
の
半
日
を
使
っ

て
実
施
し

た
の
で
、

十
分
楽
し

ん
だ
の
で

は
な
い
だ

ろ
、
っ
か

D

九
月
の

運
動
会
で

は
、
た
て

割
班
で
行

う
種
目
が

二
つ
あ
っ

1% 
0% 

1年生を迎える会で楽しいゲーム

畠里

.d除
Z玄

活

動

5男与E8z存鵬臆監主コF一三ア逼彰唱福姐己長卒五2禁
とりつもく六間 藍覧詰湛塁M砕縞誠砥ヲ醤諜窓怒}也路雪函雪割 う生生ぶたら家仲はうい力ホレ
は がでたん年や F悶悶嘘掛母幣讐墜盟宝誼.馳=這丞1溺罷珂溜E量 iこのが時て出かよ学一競なイツ
た普はちだ生放 |仁苅羽島F戸さ誼誼画醤E遁聖蜜ヨ昏謡諸盛量a. と意考間割さらし期つ技し」ツ
て段あを」ニ2 や課 l汽1董芯5 玄軍T附廊V沼記諸Z 匙腿賓量幽i~ が見えで班れ持タにたででどス
割 の る見と「後 川144;史実主主〉事襲警霧器量 出 も た あ 毎 た つ イ ー であはちパ
班生がる言あに 伝説i毛筆露三三矢芸三ヨ主主手持喜寝室要還さきヨ て取遊るに飲てム回割る速らイ
活活 、こうつ下 運動会・くもの巣ホイホイ 、りび O 食み来」ず班 O くのダ
動の異と 一 ぽ級 事入を最べ物たでつ活進種 l
の中年も、く 生 な わ 級 上 色 こ う びでりつし前れし初、とおあ行動 む目 h
成 へ齢あ 二 のにるり生級々のにを考、こ合にててのそデ弁るわが こもく
果出集る年班声とがと生なよなすえみとい班ほいこのザ 当。 れあ と 班 も
とて団 D 生のを、多のと形うつるた ん に を の し た ろ 後 l とこてる の全の
もきの少の O か休く交下でにたよ遊なな持話いがは班ト学れき D で員巣

言
え
る
。

児
童
会
の

活
動
で
も
う

一
つ
忘
れ
て

は
い
け
な
い

こ
と
が
あ
る
。

そ
れ
は

一
年

間
を
通
し
て

や
っ
て
き
た

リ
サ
イ
ク
ル

活
動
で
あ
る
。

毎
月
第

一
土

曜
日
に
牛
乳

パ
ッ
ク
、
使
用
済
み
テ
レ
ホ
ン
カ

l
ド、

割
り
ば
し
集
め
を
行
っ
た
。
全
校
児
童

の
協
力
に
よ
っ
て
多
く
の
物
を
回
収
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
は
、
古
切
手

集
め
、
募
金
活
動
を
実
施
し
た

D

古
切
手
集
め
で
は
、
家
族
の
協
力
も

あ
っ
て
前
の
年
か
ら
集
め
始
め
、

一
人

で
何
千
枚
も
の
切
手
を
持
っ
て
く
る
児

童
も
い
た
。

募
金
活
動
で
は
、

一
円
貯
金
を
し
て

く
れ
た
児
童
が
い
て
募
金
活
動
へ
の
積

極
的
な
行
動
が
家
庭
で
行
わ
れ
て
い
る

の
は
感
心
な
こ
と
で
あ
る
。

一
年
間
を
通
し
て
様
々
な
児
童
会
活

動
を
し
て
き
た
が
、
一
月
の
下
旬
に
行

わ
れ
る
児
童
総
会
を
最
後
に
来
年
度
の

児
童
会
役
員
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
さ
れ
る

の
で
あ
る
。
ま
た
、
来
年
の
活
動
が
活

発
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
つ
つ
、

一
年
間
が
ん
ば
っ
て
き
た
本
年
度
の
役

員
の
子
ど
も
た
ち
の
努
力
に
大
き
な
拍

手
を
送
り
た
い
と
思
う
。

仲よしタイム・みんなでお弁当

平成13.2. 1 しょうわ⑫ 広報



だより
NO.2 

国保被保険者 加入世帯 2，467世帯 被保険者 5，242人 平成12年12月末日現在

3手械，13年1月1日かS

乞国民健康保険と老人保健が
嚢わりました.ゲ

高額療養費の
自己負担限度額

医療費が高額になった場合、限度額を超えた

分を申請によりお返しする高額療養費制度に、

新たに上位所得者の区分を設けるとともに、自

己負担限度額が患者の方がうけた医療サービス

の費用を反映する形に変わりました。

圃亘居留出国菖主主・l~f;UIII 平成12年12月31日まで 平成13年 1月1日以降

121，800円

住民税

課税世帯

上位所得者

上位所得者以外の方

住民税非課税世帯等

63，600円

35，400円

(さ5に、実際にかかった医療費が609，000円を超えた
場合は、超えた分の 1%の額を121，800円に加えます。)

63，600円
(さらに、実際にかかった医療費が318，000円を超えた
場合は、超えた分の 1%の額を63，600円に加えます。)

35，400円
(従来どおり)

※上位所得者とは、国民健康保険税の算定の基礎となる基礎控除後の総所得金額等力'670万円を超える世帯にあたります。

E1~I=f.illm扉恒国国間藷1il 平成12年12月31日まで 平成13年 1月1日以降

70，800円上位所得者
住民税

課税世帯 ， 
E上位所得者以外の方

住民税非課税世帯等

37，200円

24，600円

37，200円 (従来どおり)

24，600円 (従来どおり)

※同じ世帯で、 12か月間に 4回以上高額療養費の支給をうけるときは、 4回目かう上表の額が自己負担限度額となります。

入院時の食事代の
自己負担額

/ 

一般加入者の入院時の食事代が、次の金額に
変更されました。

平成12年12月31固まで

1日760円
砂 平成1拝 1月 1山

1日780円

90日までの入院 1日 650円
、

安住民税非課税世帯等の方、およ

び住民税非課税世帯等で老齢福祉

年金をうけている方の自己負担額

は従来どおりです。

住民税非課税世帯等 90日を超える入院 500円
(過去12か月の入院日数)

1日

住民税非課税世帯等で
1日 300円

¥ 老齢福祉年金をうけている方 ノ

広報しようわ 平成13.2.1 ⑬ 



老人保健の
一部負担金

老人保健で医療をうけたときの一部負担金が、

従来の定額負担かう、次のとおり原則定率 1割の

負担に変わりました。

/ 

タ十

来

平成12年12月31日まで 平成13年 1月1日以降

病院:医療費の 1割を負担
ベッド数200床未満の病院は 1か月3.000円まで負担

ベッド数200床以上の病院は 1か月5，000円まで負担

診療所:告診療所ごとに①または②の負担
※①または②の負担方法は各診療所が選択

1日 530円 J ①医療費の 1割を負担.1か月3，000円まで負担

同じ医療機関で 骨② 1日800円を負担・ 1か月 4固まで負担

1か月 4固まで負担 トー

*院外処方の場合*
病院または診療所で 薬局で

医療費の 1割を負担 + 医療費の 1割を負担
1か月1，500円(2，500円)まで負担 1か月1，500円(2，500円)まで負担

※( )内はベッド数200床以上の病院で医療をうけた場合

※ 1日800円の定額制を選択している診療所の場合、薬局での負担はありません。

医療費の 1割を負担.1か月37，200円まで負担

-住民税非課税世帯等の方は 1か月24，600円まで負担

-住民税非課税世帯等で老齢福祉年金をうけている方は 1か月1日 1，200円

・住民税非課税世帯等 15，000円まで負担

入 | で老齢福祉年金をう 止 ・長期特定疾病患者は 1か月10，000円まで負担
けている方は 1日W

n白 500円 l
I~元 l ・住民税非課税世帯等 *高額医療費の支給*

、』

の方は 1か月最高 l 同じ世帯で、同じ月内に、複数の高齢者が入院したときなど、一部

35，400円まで負担 l 負担金を30.000円(21，000円)以上支払ったことが2回以上ある場合、

それ5を合算して37.200円(24，600円)を超えた分が支給されます。

※( )内は住民税非課税世帯等の場合

-訪問看護をうけたときの一部負担金
①かかった療養費の 1割を負担:

、

ノ

在宅医療をうける必要があると医師が認め、老人訪

問看護ステーションかう老人訪問看護をうけた場合は、

右の①または②の負担となります(①または②の負担

方法は各老人訪問看護ステーションが選択)。

1か月3，000円まで負担

② 1日600円を負担:1か月 5固まで負担

※平成12年12月31日までは 1日250円の負担です。

-山梨県老人医療費助成制度について

山梨県老人医療費助成対象の方も (68---69歳対

象者)老人保健制度の改正に伴い一部負担金等に

ついては、老人保健と同様になります。

薬剤一部負担金も県の助成となり、本人か5は

徴収しないととになりました。

⑬ 広報 しようわ平成13.2.1

安定した医療保

険制度と医療サ

ービスの提供の

ために、みなさ

まのご理解とご

協力をお願いい

たします。



暮らしの情報

CORNER INFOR九1ATIO

シェイプアップスイミング教室開催
プールで楽しくエクササイズ!水中での運動は陸上の数倍

のカロリーを消費します。泳げない方にもおすすめです。

初心者太極拳教室-匡量jfJt~孟ヨ・

計 7回)

野日瀬秀先生

気分も体もリフレッシュ!ストレスなんか吹き飛ばせ!

日時 2月15日(木)-20日(火)・22日(木)・

27日(火)・ 3月 l日(木)-6日(火)

午後8時--9時30分

昭和町総合体育館

町内に在住及び在勤の方

無料

平成13年2月14日(水)

昭和町教育委員会(包275-3737)

20名(定員になり次第締切ります)

運動ができる服装、上履き持参

町内在住の成人

20名
2 月 23 日 ~3 月 16 日

午前10時~11時

昭和町立温水プール

山梨ウエルネスセンタ一所長

無料

(ただし利用回数券12枚つづり 3千円が必要)

水着、タオル、スイミングキャップ、ゴーグル

2月13日(火)午前10時から

(電話での申し込みも可能です)

昭和町立温水プール (fi275-9811)

(火・金曜日

象

員

時

場所

講師

受講料

持ち物

申込み

対

定

日

時 間

場 所

対象

参加料

申込期限

申込先

募集人員

その他

問合せ

第二回 iIT講習会J
ウインドウズとワード機能の基本を学び、インターネット

とEメールの受送信の習得を主にした初心者の為のパソコ

ン教室です。全回受講可能な方ならどなたでも参加できます。

*日時平成13年2月14日(水)-16日(金)・23日(金)・28日(水). 

3月2日(金). 9日(金)の 6回

いずれも午後 7 時30分~9 時30分の 2 時間

押原中学校3階パソコン教室

テキスト代のみ受講者負担

30名(定員になり次第締切り)

2月5日(月)から電話にて受付け開始

宮 275-3737(教育委員会・生涯学習課)

.辰吉藷幸三五三ヨ・

*会場

*費用

*定員

*受付け

EE蓄E霊ヨ・県立中央高等学校通信制
自宅学習とスク ーリングで高校を卒業できるのが、通信制

高校です。勉強する内容は全日制・定時制と全く同じです。

卒業を目的に入学することはもちろんですが、特定の科目だ

け勉強することもできます。また、通信制には多くの特典も

あり、年齢の制限はありません。

.募集人員 100名

φ募集期間 3 月 1 日(木)~4 月 3 日(火)

午前 9時~午後4時まで

(ただし土日祝日は除く)

①中学校を卒業した人②中学校を卒業した人

と同等以上の学力があると学校長が認めた人

出願書類など詳しいお問い合わせは、

県立中央高等学校通信制(岱226-4412)まで

.出願資格

-その他

霜
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連
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あ
る
地
鎮
祭

-
こ
う
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う
俳
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嶺
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て
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暮らしの情報

INFORMATION CORNER 

山梨医科大学医学会主催

公開シンポジウム・公開講演会
日時:平成13年 2 月 23 日(金)午後 3 時~6 時

会 場 :111梨医科大学臨床講堂大講義室(入場無料)

公開シンポジウム 『老 化J 午後 3時--5時

飯島裕幸 教授

演田良機教授

武田正之教授

午後 5 時~6 時

。老化と眼

.骨と関節の老化

.老化と排尿

公開講演会

『細胞の運命が決定する瞬間をみるJ

山梨医科大学眼科学

山梨医科大学整形外科学

山梨医科大学泌尿器科学

講師:堀田凱樹先生国立遺伝学研究所所長

。摂関東電気保安協会

山梨県心身障害者自動車

燃料費助成金請求を受付けます

「一円玉募金」支出報告
平成12年歳末に以下の 5件に各10，000円

支出いたしましたのでご報告いたします。

. NHK歳末助け合い募金

-日本赤十字社義援金

-みつばちの家

・ひばり会

-被災焼失見舞井上様

よって、 13年1月現在の残額は

136，642円です。

旧婦人会=現八九長会

会長長田その子

受付 ・日 時 ム
玄 t嘉

平成13年3月1日(木 櫛形町中央公民館 3階大ホール

午前10時~午後3時 I (役場の隣)

平成13年3月2日(金 甲府市遊亀公民館講義室2

午前 9時30分~午後4時 I (甲府市総合市民会館 2階)

平成13年3月5日(月 竜王町南部公民館

午前10時~午後3時

2 

3 

.対象者 自動車税または軽自動車税の減免を受けている人で、身体障

害者手帳 l級.2級、戦傷病者手帳特別・第一・第二項症、療

育手帳Aに該当する人。

・その他 詳細については、峡中福祉事務所 (ft223-3617) まで連絡を

留守家庭児童学級のご案内
押原・西条・常永の町内三児童館にある留守家庭児童学級

の入級者を募集しています。留守家庭児童学級は、就労や疾

病のため保護者が留守を しているご家庭の児童を対象に開設

されている学級です。

.入級対象者(児童)

①小学 1 年生~3 年生 ②両親就労(共働き)家庭

③母子・父子家庭 ④昼間保護者のいない家庭

.定 員 l児童につき50人

.開設日 月曜日~金曜日

.時間 午後 l 時~5 時

・費用無料

。締切日 新 l年生は 2月20日(火)

新2・3年生は 3月16日(金)

*お申し込み問い合わせは

①押原児童館(包275-6462)②西条児童館 (ft275-9616)

③常永児童館(宮275-0358) まで

雇用保険制度が大きく変わります
女改正雇用保険法の概要

l 倒産 -解雇等により離職した方については手厚い

給付日数となります。

2 雇用保険離職証明書の様式が改正されます。

3 再就職手当の支給額が変わります。

4 育児休業・介護休業給付の率が引き上げられます。

5 雇用保険料率が15.5/1，000(一般の事業)へ引

き上げられます。

6 パートタイム労働者、登録型派遣労働者の適用基

準が緩和されます。

.上記4については平成13年 l月 1日、その他につい

ては平成13年 4月 1日より施行となります。

@改正の内容についてのお問合せは、山梨労働局職業安

定部職業安定課雇用保険係(企231-8609)までどうぞ

国保ミこだよりEZTTZコ
「気をつけて」

朝の一言 忘れずに

==12月分--

2000国勢調査の結果が出ました

女日本全国の人口は

126，919，288人(男62，103，802人女64，815，486人)

女山梨県の人口は

888，170人(男436，831人女451，339人)

貴昭和町の人口は

15，938人(男8，200人女7，738人)

*ご協力ありがとうございました。

町が医療機関などに

支払った11月分の医療

費は、約4，220万 7千

円です。 (前年同月比

7.6%の減)病気 の予防

は、 早 期発見、 早期治

療が大切です。

むやみな転医 は

つつしみ、 医療

費 を大切に使い

ましょう 。

@ 広報しようわ平成13.2. 1 



し・て• じ・め・まは-

-

みん去の

広場

立春
(りっしゅん)

節分の翌日。八十

八夜、 二百十日は

この日から起算。

民
掲

松浦恵太くん
H 9. 9.11生 (清水新居)

-右ながい りくま

永井陸馬くん
H 10. 2.20生(清水新居)

.右-2月4日
N
C
C
H
h明

ふるさわりゅうのすけ

古j宰楓之祐くん
H10.6.17生(清水新居)

たくさん遊んで、楽しい

いのうえ りさ

井上初沙ちゃん
H9.11.7生 (清水新居)

皆、大きく元気に育ってね!たくさんお友達を作って、

こといっぱいみつけてネ!

-左-左

ニナ/lJIiff定

雨水
(うすい)

雪が溶けて水に、

そして、雨が降る

ようになる時。

雑学

〈参
考
〉

N

辺
d
， く

ら
し
の
歳
時
記

君たちのパパ達&ママ達より

ん

)

さ
区

子
二

ワ

敏

束

、

可

也
=
田
上

f

林

(

お子さん募集/お申込みは、役場広報係(企275・2111内線212)まで2月18日

ふん去の結庚食生活改善推進員さんの

~バランスのとれた手作り料理を家族一緒に~

いわしとチーズの串焼き

淑
命
・

E
耀
酒
田
凶
柑
口
市
圏
浴
鋪

諭
湘
・
防
国
司
恩
酬
湘
同
期
菊

③中骨を尾のつけ根部分で曲げ折り引きはがす。縦半分に切っ

て背びれは切り落とす。

④皮に幅 5mmの浅い切り目を入れる。ボールに入れて下味の調

味料を入れて混ぜる。

①下味をつけたいわしは度の方を下にして尾つぼの方からくる

くる巻き 2枚ずつ串に刺し、最後にプチトマトのへたを取り

串に刺す。

⑤フライパンに油を少々入れ、中火で熱し、いわしを入れ、両

面に焼き色をつけてから、チーズをのせてパセリをふり、弱

火でふたをして約 2分チーズが溶けるまで焼く。

⑦皿にもリつけ、ゆでたブ口、ソコリーをそえる。

下味の調味料

(酒 …しょうゆ……大さじ1・1/2
しょうがのしぼり汁

…・・…………・大さじ 1
サラダ油……・……ー…・適宜

ブロッコリー

…一小ふさに切り16個

.材料(4人分)

いわし…ー・………ー…… 8尾
プチ トマト……・ー… ..8個

ピザ用チーズ・・・ ・・・・・・・・・・ ・・609 

パセリのみじん切り・・・・・・少々

*ちょっと一言*

いわしとチーズでカルシウムがたくさんとれますので食卓の

一品にいかがでしょうか。

.作り方

①いわしの頭と腹の部分を斜めに切り落とし中を洗って水けを

ふく。

⑦中骨と身の聞に親指を入れ尾に向かつて親指を進めて身と骨

を離し 、聞く。

15，424人(+5) 

世帯数 5，823戸(+1 ) 

1月1日現在。( )内は前月比

7，961人(:t0 ) 

7，463人(+5) 

まちの鳥=ひは、り

まちの花=れんげ、

まちの動き

男

女

計

⑧ 
④ 
④ 
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動
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れ
、
「

Q
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金
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も
上
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動
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初
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新
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2
0
0
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年
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て
今
年
は
ど
の

よ
う
な
新
語
や
流
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時
代
を
動
か

し
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い
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の
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ょ
う
か
?
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まちの木=乙女椿
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